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子ども・子育て会議ワーキンググループ開催要項（案）

１．ワーキンググループ（ヒアリング）の趣旨

・ 子ども・子育て支援事業計画の策定にあたっては、ニーズ調査を実施して子育

て家庭における施設の利用ニーズや子育て環境について把握することにしている。

しかし、ニーズ調査の対象とならない方や定型的な調査で把握することが難しい

個別のニーズがあることなどに考慮する必要がある。

・ 様々な子育て中の当事者・関係者の直接の声を聴き、吉野町の課題把握や今後

の取組の検討につなげていき、吉野町の施策や計画に反映させていく。

ニーズ調査

対象：就学前児童、小学生

吉野町の施策や

計画に反映

子育て当事者、関係者へのヒアリング

対象：妊婦、子育て支援者など

２．実施方法・対象

・対象；妊娠中の方 保育士・幼稚園教諭 子育て支援者

・方法；子育て中の方や子育て支援者などを対象に、吉野町の子育てについて話し

合う。

吉野町内で開催している子育て支援事業等で参加者にご意見を伺う。

子育て支援活動を行っている方にご意見を伺う。

（子育てサポーター、学童保育指導員、子育て支援団体、保育士・幼稚園

教諭等）

３．ワーキンググループ担当者

・子ども・子育て会議委員 奈良佐保短期大学准教授 石田 裕子氏

公募委員 大石さゆり氏

公募委員 林 豊子氏

・事務局職員

・１回につき、子ども・子育て会議委員２名程度参加

４．実施期間

平成２６年３月初旬～平成２６年４月中旬

５．その他

・ワーキンググループの実施内容は、子ども・子育て会議等で報告する。



- 2 -

◎ワーキンググループ対象者・項目等

対象者 目　的 項　目 実施方法

妊娠中の方 ニーズ調査対象外

育児休業、出産後のこと等

について伺う

・現在の就労状況

・育児休業の取得予定

・育児休業に関する要望

・出産後の就労希望

・将来の子育てに関する期待や不安

・理想とする子育て環境　　など

乳幼児健診

保育所・幼稚園

子育て支援の場等で

ヒアリング

子育て家庭の方 ニーズ調査の定型的な調査

票では把握できない子育て

の現状やご意見を伺う

・子育てに関する期待や不安

・相談相手の有無

・地域とのつながり

・希望する子育て支援　　　など

子育て支援の場でヒ

アリング

中学生

大学生等

ニーズ調査対象外

次世代の親となる子どもた

ちに伺う

・小さいな子どもと接する機会はあったか

・子どもは何人欲しいか

・理想の親像（「こんな親になりたい」など）

・吉野に住み続けたいか

・結婚に対する願望　　　　など

中学校（家庭科）

成人式実行委員会等

でヒアリング

保育士

幼稚園教諭

ニーズ調査対象外

現場の職員から見た子育て

家庭について伺う

・子どもたちの育ち等を通して感じること

・園児の家庭環境等について感じること

・理想とする子育て環境

・現場における課題　　　　など

保育所・幼稚園でヒ

アリング

子育て支援者 ニーズ調査対象外

子育て家庭・親子に関わる

中でのご意見を伺う

・子育て家庭・親子について感じること

・子育て環境について

・子育て支援における課題　など

子育てサポーター

学童保育指導員

子育て支援団体にヒ

アリング


